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Book1 
地球学入門 
著者：酒井治孝 出版社：東海大学出版会 
コメント：広範な専門分野の集合体である地球科学を 
全て網羅することは現状では困難です．本著は広範な 
網羅範囲を単一著者で書き上げた貴重な教科書です． 
各項目が20頁程度でコンパクトにまとめられており， 
興味のあるところから読み進めるも良し，全体像を 
つかむために一気に全部読むのも良し，の好書です． 

Book2 
一般気象学 
著者：小倉義光 出版社：東京大学出版会 
コメント：気象学といえばこの本．気象学のバイブルと 
言っても過言ではない．気象学の勉強をしたい場合には 
まず最初に購入・熟読すべき書籍である．初版は1984年， 
改訂がなされた第２版は1999年で10年以上前になるが， 
内容は未だ色あせない． 

Book3 
気候システム論 
著者：植田宏昭 出版社：筑波大学出版会 
コメント：大気と海洋，陸の相互作用で形成される 
「気候システム」について前書と同じく単一著者によって 
まとめられたもの．キーとなる現象について丁寧な記載 
がなされており，大気海洋相互作用であるENSO，大気陸面 
海洋の相互作用であるモンスーンの記載が著者の専門 
である大気大循環の観点から豊富な図を駆使して記載 
されている．前述した２書を熟読した上で読むことを勧める． 

 

※掲載されている本はN棟3階ブックツリーのテーマ展示コーナーに配架されます。 
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